






















史では、 『後漢書』をはじめ、 『晋書』 ・ 『北史』 ・ 『魏書』などに列女伝が立てられている。また、正史以外では、劉義慶（
402～
444） 『世説新語』の中に賢媛篇が立てられている。




















































と記している。この記事については、山崎純一「 『列女伝』の撰者としての劉向の人と思想― 『古列女伝』の基礎研究に関する一試論―」 （ 『東洋文化研究所紀要 （無窮会） 』
11輯、














の専横に対抗し、その排除を元帝に進言した しかし、元帝は排除することができず、 官職か 遠ざけられた。　
最後は成帝である。成帝は「尊厳若神（尊厳











劉徳であろう。劉徳は「黄老の術」を修め、 「智略」があり、武帝より「千里の駒」と称され、昭帝の治世時に活躍 。その人となりは 「寛厚、 好施生 （寛厚にして、 施生
（３）
を好む） 」








































































欲して之を患ふ。 ） 」とあり、子犯が重耳と共に斉を去ろうとしている理由が記されていない。その め 文章の構造に変化が生じている。 『列女伝』における子犯は、単に、重耳が斉に留まり続け、晋の王になら いことを心配するのみであり、重耳の晋への帰還を達成させるために率先して行動する役割を担っ いない。むし 『列女伝 において、その役割を担った は斉姜である。重耳が晋へ帰国するのに好都合な状況や時期を素早く察知 、的確 行動する主体を 従臣の子犯から斉姜へと変えることで、重耳の晋への帰還達成に斉姜 大きな影響を与えたよう 変化

















孝公即位、諸侯叛齊。子犯知齊之不可以動 而知文公之安齊而有終焉之志也、欲行而患之。 （桓公卒し 孝公即位し、諸侯斉に叛す。子犯
 斉の以て動くべからざるを知り、文
－ 46 －


























て以て夫人と為す。 ） 」とあ が、下見氏前掲書によ と、他の先行文献ではこのような記述が見られない が指摘
させた。劉向は、あえて先行文献の文章を省筆することにより、臣下として主君を支える役割を斉姜にも担わせ、女性の行動規範をより明確に示している。　
次に、斉姜の言葉に注目したい。 『列女伝』の斉姜の言
葉は、 『国語』における発言に基づきながらもこれを適宜改変している うに思われ 。以下『列女伝』における斉姜の言 を抜き出してみる
　
公子曰、 「從者將以子行。聞者吾已除之矣。公子必從、































に、諸記載を形成していると考える。 （中略） 『国語』 ・『左氏』 ・ 『史記』等に見える文公や彼と関わりを持った人々 （例えば、 「晋趙衰妻」等もその一つ）の説話を読んでいくと、文公が その大成を為さしめた斉姜を、感謝の気持ちから後に斉から迎え入れたであろうと想像することは、ご 自然に許容されて良い記載と思われてくるのである。 「迎齊姜以為夫人。 」を『列女伝』作者が初めて作り出した記載とするなら、そ は作者の如上の判断と自信とに依 ものであろう。































いる。 しかし、 劉向を取り巻く環境を概観すると、 『列女伝』が女性のみを対象とした書物とは考えにくい。そこで、劉向の周辺状況を考慮しながら考察を進めていきたい。　
劉向が『列女伝』を編纂した時期の天子は成帝であり、
この皇帝は終始外戚に翻弄された。漢代は外戚の力が大きく政治に影響した時代であり、劉向は常に外戚の存在を意識せざるを得ない状況にあったといえる という も、 『列女伝』には塗山（母儀・ 「啓母塗山」 ） 、有㜪（母儀・ 「湯妃有㜪」 ） 、太姒（母儀・ 「周室三母」 ） ち外戚の伝記を全て収録しており、とりわけ孼嬖伝には、夏・殷・周の亡国に関わった外戚である夏 末喜（夏桀末喜） 、殷の妲己（殷紂妲己） 、周の褒姒（周幽褒姒）の 記を収めている。これら以外にも 『列女伝』は為政者に仕え 女性を多く取り上げており、孼嬖伝は、全て王の后である女性たちの伝記を収録している。以上から、劉向は『列女伝』の中でも孼嬖伝におい 、女色に埋没する成帝を諫めるという形をとりながら、自身の 戚に対する見識を如実に示してように思われる。それでは 彼は外戚をどのように捉えていたのであろうか。 『列女伝』と先行文献と 比較し、劉向が加筆・省筆した箇所や表現の違いから明らかにしていく。　












る。 ） 」とあるように、諸侯の中に紂に背く者が現れると、妲己は「罰が軽く刑が生易しければ、威厳が立たない」と紂に述べた。紂は刑罰を重くし 炮格 刑を行った。すると、妲己は笑い興じた。紂の叔父である比干が紂を諫めた時、紂は怒って聞き入れず、世間を惑わす言葉であるとし、妲己は比干の心臓を解剖し ある日、周の武王が天命受け、紂を討とうとし ところ、紂の軍隊も紂に反旗を翻した。ついに紂は自殺し、妲己は武王により殺された。武王は「亡紂者是女也（紂を亡ぼせ 者は是 女なり） 」とし、紂を亡ぼした者は妲己であることを断言した。　「殷紂妲己」の原典と考えられるものとして、 『国語』巻七  晋語一、 『呂氏春秋』先識覧先識篇及び『史記』巻
三
  殷本紀の所収の挿話などがある。 『国語』では紂や妲己








みであり、 『韓詩外伝』 が酒の池を作り、関竜逢から諫められるも聞かず、怒って関竜逢を殺すという桀の記述の って、末喜は登場しない。　
次に、 「殷紂妲己」 をみてみよう。 内容は次の通りである。
　
妲己は、殷の紂王の妃であり、紂が有蘇氏を討った時に、





























































死を以て争わざるを得ず。 」と。乃ち紂を強諫す。 ） 」とあるように、紂のこれまでの全ての行動に対し、比干が再び諫めている。　
以上の相違点より、 『史記』では、紂の暴虐な行為が積































する処置について不満を抱く西伯を紂が捕らえたこと、西伯の臣下が紂に美女・奇物・善馬 献上し西伯を釈放してもらうこと、西伯が紂に炮格の刑をやめるように願っ ところ紂がこれを聞き入れたこと、紂が費中や悪来といった臣下を任用し、人々の心 次第に殷王室から離れ、西伯に傾いていくことを述べた後 、紂が比干 諫言 聞き入れず、人々から慕われていた賢臣
 商容辞めさせたこと、文
































を用ふ。又、申后を廃し、太子を去るや 申侯怒る ） 」とあるように、申侯が反乱に至った理由を明確にしてい 。一方、劉向『列女伝』においては、 「申侯乃與繒西夷犬戎共攻幽王（申侯






機嫌を取るために、政治を顧みなくなり、酒に溺れ 遊び呆けるようになった。褒姒は笑ったことがなく、幽王はなんとか彼女 笑わせようと手を尽くし 。ある日、幽王は（緊急事態を知らせる）烽火を上げ、太鼓 打ち鳴らした。諸侯は即座に駆けつけたが、外敵 侵入は かった。右往左往する諸将を見た褒姒は、初めて晴れやか 笑っ 喜んだ幽王は、その後、何度も烽火を上げた め 次第に諸侯は烽火の合図を信用しなくなった。また、幽王は諫言た臣下を殺し、褒姒の言葉のみに従うよう なっ 。人々は幽王に背くようになり、申侯は反乱を起こし、犬戎の軍勢と連合して幽王を攻めた。幽王は烽火 上げ が 応じて集まる兵はいなかった。反乱軍は驪山で幽王を殺姒を捕え、周の財宝 略奪して去った。　「周幽褒姒」の原典と考えられるものとして、 『史記』巻
－ 53 －










燕姉妹も元は卑賤で、幼少時 歌舞の研鑽を積み そ 美
－ 54 －
は大多数が先行文献に依拠するものではあるけれども、立伝内容が先行文献と同一内容であるものは皆無と言っても良いということである、きわめて良く似た話であっても、劉向は資料を抽出しつつ、話の主人公が『列女伝』 各篇の内容にふさわし 様に、話の形や人物の役割を微妙に改変し いるのである。 」と指摘されている。
（３）人に恩恵を与えること。（４） 『列女伝』の底本は『四部備要』所収の梁端校注『列女伝










 晋語四に、 「 『瞽史之紀』曰、 『唐叔之世、將






























何ぞ懐安せん。 」 と。 ） 」
という記述がある。
（９） 「楚荘樊姫（賢明伝） 」 、 「斉相御妻（賢明伝） 」 、 「曹釐氏妻










重耳が亡命し、曹に立ち寄った時、恭公は無礼に った。妻は夫に「晋の公子は後に覇者とな 方です もしあ
